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ABEST21理事長報告 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
・6月 01日、MBA連携プログラムの FD委員会を開催 
・6月 02日、MBA連携プログラムの運営委員会を開催 
・6月 04日、認証評価「実行計画履行状況報告」審査委員会を開催 
・6月 6-8日、ドイツ、ウィスバ－デンでの 2010 EFMD Annual Conference に出席 
・6月 16日、早稲田大学にて認証評価受審説明会を開催 
・6月 18日、認証評価「実行計画履行状況審査委員会を開催 
・6月 20-22日、中国・上海の CEIBS での EU-China Forumに出席 
・6月 25日、2010年度 ABEST21評議委員会・経営委員会の合同委員会を開催 
・6月 29日、第 8回マネジメント人材育成協議会に出席 
 
ABEST21ニュース 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
・2010年度 ABEST21第 1回評議委員会及び経営委員会合同委員会の開催 
 6月 25日（金）農林水産省共済組合 南青山会館会
議室において、2010 年度 ABEST21 第 1 回評議委員会と
経営委員会の合同委員会が開催されました。理事長よ
り、2009 年度活動報告及び財務状況等の報告が行われ、
現在抱えている諸問題について話し合われました。
ABEST21 評議委員会は ABEST21 の年間活動状況（4月 1
日～翌年 3 月 31 日）の第三者評価をする委員会で 6
名の委員で構成されています。評議委員会は毎年 6 月
に開催され、1 年間の活動状況に対する総合的評価が
なされます。委員は下記の方々です。 
・日比谷 武氏（富士ゼロックス株式会社執行役員人事本部長） 
・家田 武文氏（株式会社 NTT人事部人財開発担当部長） 
・盛田 英粮氏（盛田アセットマネジメント株式会社社長） 
・佐藤 有司氏（ソニー株式会社人事部門長） 
・谷川 和生氏（東芝株式会社取締役執行役専務） 
・臼見 好生氏（野村総合研究所執行役員経営企画、コーポレートコミュニケーション, 
法務・知的財産担当） 

  当日、理事長より「2010年度 ABEST21年次報告」の資料に基づき説明され、NPO法人として
の財務問題について積極的な意見交換がなされ、2009年度における経営合理化対策の実施に評価
がなされました。特に、組織のガバナンスの一環として位置付けられ、月例で開催されてきてい
る「ABEST21経営委員会」で ABEST21の経営活動状況が報告され、問題解決の審議がなされてき
たことに対して透明性の高い経営活動をしているということで高い評価をうけました。「ABEST21
経営委員会」の委員は下記の方々です。 
・保々 雅世氏（日本オラクル株式会社常務執行役員） 
・井原  徹氏（日産自動車株式会社人事部採用・異動担当部長） 
・前田  昇氏（青山学院大学教授） 
・斉藤 孝一氏（南山大学教授） 
・佐野十久司氏（東芝総合人材開発株式会社代表取締役社長） 



・椿  広計氏（情報・システム研究機構統計数理研究所副所長、筑波大学教授） 
 
・シンガポール「マネジメント人材の力量調査に関する研究会」の開催 
  2010年 7月 2日～3日、シンガポールの SP Jain 
Center of Managementでマネジメント人材に関する
力量国際調査の最終研究発表会が開催されました。こ
の調査に協力したビジネススクールが参加し、各ビジ
ネススクールの調査研究結果の最終報告がなされま
した。この調査は、8 カ国 13 校、青山学院大学（日
本）、Brawijaya 大学（インドネシア）、復旦大学（中
国）、東北大学（中国）、インドネシア大学（インドネ
シア）、関西学院大学(日本)、マネジメント科学大学
（マレーシア）、南山大学(日本)、SP Jain Center of Management（シンガポール）、バンドン工
科大学（インドネシア）、Pondicherry 大学（インド）、Applied Science 大学（ドイツ）、チェン
マイ大学（タイ）が参加し、調査結果は大学共同利用機関法人情報・システム研究機構統計数理
研究所によって分析されました。最終報告は、ABEST21 が出版予定している”A Survey on 
Competencies of Management Professionals”の仮製本に基づいて行われ、最終報告を踏まえて本
年 10 月に正式に出版することになりました。また、会議には Toshiba Asia Pacific Pte Ltd の
General Manager である奥田靖子氏及び富士ゼッロクスの Fuji Xerox Asia Pacific Pte Ltd の
Learning & Developmentの Managerである金沢義彦氏が参加され、人材の現地化に向けての活
発な議論が展開されました。会議は、先ず、会場校である SP Jain Center of Managementの学長
であられる President Nitish Jain氏よりご挨拶とビジネススクール教育の将来についての講演を
いただき、引き続き学部長であられる Dean A. Seetharaman 教授より SP Jain Center of 
Management の教育システムについての紹介と文化遺産にも指定されているキャンパスの案内
を受けました。研究会の様子は次号で詳しくご紹介いたします。  
当日プログラムは下記 URLをご参照ください。 
http://www.abest21.org/jpn/Singapore%20International%20Conference%20July%202-3%202010.pdf 
 
 
・2008年度認証評価校の 2009年度『実行計画履行状況報告』の審査 

2008年度認証校、青山学院大学大学院国際マネジメント研究科国際マネジメント専攻、一
橋大学大学院国際企業戦略研究科経営・金融専攻、神戸大学大学院経営学研究科現代経営学
専攻そして筑波大学大学院ビジネス科学研究科国際経営プロフェッショナル専攻より、2010
年 5月 31日までに 2009年 4月 1日から 2010年 3月 31日までの課題解決の行動計画につ
いての履行状況報告が提出されました。ABEST21は「2009年度行動計画履行状況報告」の審
査のために「実行計画履行状況審査委員会」を設置し、各校の「自己点検評価報告」で分析
した「課題解決の実行計画」を提出した「2009年度行動計画履行状況報告」で検証していく
ことになりました。審査の結果は 11 月初旬に予定されております 2010 年度 ABEST21 第 1
回専門審査委員会に付議されます。また、各認証校の「2009 年度履行状況」は ABEST21 の
ホームページに掲載することを予定しています。 
 
ABEST21認証評価ニュース 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
・経営分野専門職大学院認証評価説明会を開催 

2010年 6月 16日、早稲田大学にて認証評価受審説明会を開催いたしました。当日は専門審査



委員会委員長堀内正博教授と同行し、他の認証評価機関の認証評価と異なる ABEST21認証評価の
特徴について説明いたしました。特に、ABEST21が現在、マレーシア、インドネシア、シンガポ
ールそしてオーストラリアのビジネススクールの認証評価の審査をしていることを説明し、グロ
ーバルな視点での認証評価に心掛けていることを強調してきました。また、教育課程の質維持向
上には改善課題の解決が不可欠であり、そのためには PDCAサイクルが ABEST21認証評価プロセ
スにおいてどのように稼動していくかの説明をもいたしました。ABEST21の認証評価の特徴とし
てグローバルな視点による評価を強調し、EFMDとの互恵協定についての説明をしました。 
 
・Faculty of Business and Law, University of Newcastleの認証評価の受審を承認 
 この度、オーストラリアの国立大学である Faculty of Business and Law, University of 
Newcastle が ABEST21 認証評価受審資格審査の申請をいたしました。ABEST21 認証評価プロセ

スに従い、ABEST21理事会は電子会議を開催し University of Newcastleの受審資格を承認いたし
ました。 
 
 

 
「マネジメント人材育成協議会」ニュース No.８ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
2010年 5月 31日（月）、学術総合センタ－101特

別会議室にて、第 7回「マネジメント人材育成協議会」
が開催されました。前回に引き続き、９校のビジネス
スクール及び９社のグローバル企業の出席、そして文
部科学省の列席のもとに、第一次報告書「ビジネスス
クールの充実発展のために」の「Ⅴ.マネジメント人材
教育についての提言」について産学間で意見交換をし
ました。特に、第一段階としてマネジメント人材育成
教育のあり方について産学間の溝を埋めていくために
共通の認識基盤の構築を目指した議論をしました。マ
ネジメント人材育成教育の共通認識のもとにこれから具体的な問題の討議をしていきます。 

以上 
 
 


